
日清製粉グループ本社の大枝でございます。本日は、日清製粉グループ
決算説明会にご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。この度、新た
に新経営計画「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」を策定致しましたので、その内容を中心に
ご説明させていただきます。





当社グループは、２０１２年４月からの３年間、中期経営計画「ＮＮＩ－１２０」を
推進してまいりました。

「ＮＮＩ－１２０」においては、「トップラインの拡大」と「海外事業の拡大」を
２本柱に全社のベクトルを合わせて取り組みました。海外の製粉会社の買収、
国内の製粉工場の新設・増設によるコスト競争力の強化、小麦粉のシェアアッ
プ等をスピード感を持って実行し、いくつかの成果を得られました。その
一方で、ボトムラインについては当社のコア事業である製粉と加工食品を中心
に拡販施策費の増加、原材料コストの上昇等の影響により、厳しい状況にあり
ます。

このような状況を踏まえ、今般、新経営計画「ＮＮＩ－１２０ Ⅱ」を策定致し
ました。





当社グループは、事業環境の変化に臨機に適合し、２０２０年度を最終年度
とする新経営計画を策定しました。

柱は３つであります。

１つ目は、ボトムラインを重視した「収益基盤の再構築」へ大きく舵を切ります。
これまでは、トップラインの拡大に伴ってボトムラインはついてくるという考えで
したが、新経営計画においては、ボトムラインを重視するとした点が前の中期
経営計画との相違点です。

２つ目は、利益、売上の着実な成長。

３つ目は、株主還元の一層の積極化です。





基本戦略について詳しくご説明します。

まずは、（１）事業ポートフォリオの最適化を実行していきます。具体的には、

１つ目は、コア事業の収益基盤の立て直しを行います。

２つ目は、中食・惣菜、冷凍食品等の成長分野の事業を伸ばしていきます。

３つ目は、収益性・成長性が見込めなくなった事業は、速やかに再編を進め
ていきます。



次に（２）既存事業の自立的な成長です。製品ミックスの改善、拡販施策費の
有効的な使い方を含め、利益率の改善を図ります。

（３）新規戦略投資をスピード感を持って積極的に実行します。

（４）コスト競争力の強化と安全・安心な製品の供給を両立します。

（５）核となる人材の育成については、当社が成長していくには、将来に向けた
人材の不足が想定されるため、この確保・育成にも力を入れていきます。



新経営計画における２０２０年度の数値目標は、売上高７，５００億円、営業
利益３００億円、１株当たり当期純利益８０円です。

年平均成長率は、売上高６％、営業利益７％、ＥＰＳ８％であり、この数値を
着実に達成していきます。



３つ目の柱である株主還元については、まず、配当性向の基準を３０％以上
から４０％以上に引き上げます。そして、さらに積極的に配当の上積みを図っ
てまいります。また、自己株式の取得についても機動的に実行していきたいと
思います。

なお、ＲＯＥについては、企業価値の向上を念頭に、資本コストを安定的に
上回るＲＯＥを確保し、２０２０年度には最低でも６％以上とし、更なる向上を
目指してまいります。



１株あたり配当金は、２年連続で２円の増配を実施しました。２０１５年３月期
で２円増配して２２円、２０１６年３月期は、さらに２円増配して２４円とさせていた
だく予定です。

一方で、２０１３年１０月、２０１４年１０月に２年連続で１株を１．１株に株式
分割を実施しましたので、それを考慮すると２０１５年３月期は２５．５２円、
２０１６年３月期は２９．０４円となります。

２０１５年３月期の配当性向は３９．６％、２０１６年３月期は、４４．９％と見込ん
でおり、その先についてもさらに株主還元を積極化していきたいと考えていま
す。





続きまして、前中期経営計画の３年間のレビューです。

いくつかの海外戦略投資を実行しました。１番大きな成果としては、アメリカと
ニュージーランドの製粉会社を買収したことで、これにより海外の小麦粉生産
能力は、国内にほぼ匹敵するレベルになりました。



国内では、将来の自由化を睨んでグローバル競争に勝ち抜ける小麦粉生産
体制の構築を進め、福岡工場が昨年の２月に稼働しました。また、愛知県の
知多工場では新ラインが今月稼働する予定です。



次にトップラインについてご説明します。

２０１４年度の海外売上高は８４７億円、海外売上高比率は１６．１％となり、
３年前と比べると大幅に増加しました。

そのうち、製粉事業の海外売上高は７０３億円となりました。アメリカとニュー
ジーランドの製粉会社の買収が大きく寄与し、海外売上高比率は約３割まで
高まりました。

２０１５年度は連結海外売上高比率が２割を超えるところまで高めたいと思っ
ております。特に、製粉については、４割に近いところまで高まっていくと想定
しております。



ボトムラインについては、悪化の要因は大きく２つあります。

１つは、拡販コストや製品ミックスの悪化です。もう１つは、コスト面で原材料
コスト、電力コスト、減価償却費等の増加をその他のコストダウンでカバーしき
れなかったことが、ボトムラインが低迷した要因です。

また、海外営業利益を今期から公表させていただきました。２０１４年度の
実績は、のれん等償却前で約４８億円となっており、海外の利益率は国内より
少し高い水準になります。





続いて、今期の実績と来期の業績予想についてご説明します。

前期の実績につきましては、利益は業績予想を達成しました。前年比では
売上高は増収となりましたが、営業利益、経常利益は減益、当期純利益は
増益となりました。



今期の業績予想は、売上高５，７００億円、海外売上高比率２０％としていま
す。営業利益は２０５億円で微増益を見込んでいます。





最後にＴＰＰと小麦相場についてご説明します。

ＴＰＰにつきましては、日米の交渉はかなり詰まってきており、最終段階に
来ていると見ておりますが、最後の１％の合意が一番難しいと考えており、
引き続き注視していく必要があると思っています。

また、現在、アメリカの議会ではＴＰＡ法案（大統領貿易促進権限）につい
て協議されていますが、この成立が、ＴＰＰ合意の前例条件と考えています。
アメリカは今年の秋頃から大統領選に突入するため、そこまでがＴＰＰ交渉の
期限と見られており、交渉スケジュールが間に合うかを注目しています。





小麦、大豆、トウモロコシいずれも作柄の見通しは概ね良好と見ておりま
す。昨年も豊作であったため、在庫も世界的に潤沢にあり、相場は横ばい、
または、若干軟調に推移してきております。



２０１５年４月からの輸入小麦政府売渡価格は、平均３％の値上げとなりまし
た。小麦相場は軟調に推移しましたが、一方で、円安が大幅に進み、円ベー
スでの小麦の買付価格が上がったために値上げとなりました。これを受け、
日清製粉㈱は業務用小麦粉の価格改定を発表しました。

次回の輸入小麦政府売渡価格の改定は１０月１日となりますので、小麦
相場、為替相場の推移を十分注視していきます。




